
　
公
立
学
校
と
私
立
学
校
で
は
法
律
の
根
拠
は
異
な

り
ま
す
が
、
労
働
者
（
教
師
）
の
健
康
管
理
に
関
す

る
考
え
方
は
同
じ
で
、
使
用
者
（
設
置
者・管
理
職
）

に
は
、
労
働
者
に
対
す
る
「
安
全
配
慮
義
務
」
が
あ

り
ま
す
。
労
働
者
が
、
生
命
や
身
体
等
の
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
労
働
で
き
る
よ
う
、
使
用
者
に
対
し
て

必
要
な
配
慮
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
、
労
働
安
全
衛

生
法
で
は
、
主
に
次
の
４
項
目
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
適
正
労
働
条
件
措
置
義
務
　
過
重
労
働
が
原
因
で

心
身
の
健
康
を
害
さ
な
い
よ
う
、
勤
務
時
間
や
休

憩
時
間
、
休
日
、
休
憩
場
所
、
人
員
配
置
な
ど
に

よ
る
労
働
条
件
を
適
正
に
確
保
す
る
義
務
。

②
健
康
管
理
義
務
　
必
要
に
応
じ
て
健
康
診
断
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
心
身
の
状
態
の
把
握
な
ど
、
健

康
管
理
に
努
め
る
義
務
。

③
適
正
労
働
義
務
　
労
働
者
の
病
歴
、
持
病
、
体
調

な
ど
を
考
慮
し
た
業
務
に
配
置
す
る
義
務
。
①
適

正
労
働
条
件
措
置
義
務
は
、
労
働
者
全
体
の
措
置

に
対
し
、
③
は
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
適
正
な
措
置
と
な
る
。

④
看
護
・
治
療
義
務
　
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
、

適
切
な
看
護
や
治
療
を
行
う
義
務
。
身
体
だ
け
で

な
く
、
心
の
病
気
も
含
ま
れ
る
。

　
一
方
、
労
働
者
に
は
、「
自
己
保
健
・
自
己
安
全
」

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
本
人
が
自
分
の
健
康

管
理
や
安
全
確
保
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
業
務
に
あ

た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
使
用
者
が
講
じ
る
健
康
・

安
全
へ
の
措
置
を
守
る
義
務
も
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
使
用
者・労
働
者
の
双
方
が
配
慮
し
て
、

心身の健康と安全の確保に向けて

使用者には「安全配慮義務」が、労働者には「自己
保健・自己安全」の義務があり、使用者・労働者の
双方から、労働者の健康と安全を確保する。

教師が休養を適切に取れるよう、業務削減の工夫や
職場の雰囲気づくりに努める。

生徒の日々の健康観察では、体調の変化だけでなく、
言動の変化にも目を配る。

学校
危機管理
基 礎 講 座

教
師
・生
徒
の
健
康
管
理

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
５
回
は
、教
師
・
生
徒
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

使
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
労
働
者
に
も

自
身
の
健
康
と
安
全
を
守
る
義
務
が
あ
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。９月に『新訂第４版 
図解・表解教育法規』（共著、
教育開発研究所） を出版。

解説者
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

労
働
者
の
健
康
と
安
全
を
守
る
と
い
う
の
が
、
基
本

的
な
考
え
方
で
す
。

　
安
全
配
慮
義
務
の
中
で
、
勤
務
時
間
に
関
す
る
環

境
改
善
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
４
月
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
勤
務
時

間
の
客
観
的
な
把
握
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
把
握

の
方
法
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
に
よ
る
出
退
勤
時
刻

の
記
録
や
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器
の
使
用
時
間

の
記
録
な
ど
で
、
学
校
に
も
そ
の
順
守
が
促
さ
れ
ま

し
た
。
20
年
９
月
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
客

観
的
な
把
握
を
実
施
す
る
自
治
体
の
割
合
が
、
都
道

府
県
は
91
・
５
％
、
政
令
指
定
都
市
は
85
％
と
、
前

年
度
か
ら
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
（
＊
１
）。
し
か

し
、
表
計
算
ソ
フ
ト
に
出
退
勤
時
刻
を
入
力
す
る
な

ど
、
自
己
申
告
に
よ
る
把
握
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
勤
務
時
間
の
客
観
的
な
把
握
は
、
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
未
実
施
で
あ
れ
ば
早
急
な

対
応
が
必
要
で
す
。

　
公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
＊
２
）
も
作
成
さ
れ
、
時
間
外
在
校
等
時

間
は
、
１
か
月
間
で
は
45
時
間
以
内
、
１
年
間
で
は

３
６
０
時
間
以
内
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
超
勤
４
項
目
」
以
外
の
自
主
的
・
自
発
的

な
勤
務
や
、
校
外
で
の
勤
務
で
も
、
職
務
と
し
て
参

加
す
る
研
修
や
生
徒
の
引
率
等
を
行
う
時
間
は
、
勤

務
時
間
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図
）。

　
た
だ
、
残
業
時
間
の
上
限
を
設
け
て
も
、
業
務
量

自
体
が
減
ら
な
け
れ
ば
、
業
務
の
持
ち
帰
り
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
や
課
外
活
動

な
ど
、
本
人
の
希
望
で
行
う
業
務
に
よ
っ
て
超
過
勤

務
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
部
活
動

に
週
２
日
以
上
の
休
養
日
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
業
務
量
を
減
ら
す
工
夫
や
、
休
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
い
ま
一
度
検
討
す
る
と
と
も
に
、使
用
者・

労
働
者
が
と
も
に
働
き
方
を
見
直
し
、
善
意
や
熱
意

に
よ
る
働
き
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
生
徒
の
健
康
管
理
に
お
い
て
留
意
し
た
い
の
は
、

健
康
観
察
で
す
。
例
え
ば
、
熱
中
症
は
毎
年
ど
こ
か

の
学
校
で
起
き
て
い
ま
す
。
生
徒
に
無
理
な
運
動
を

さ
せ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
熱
中
症
測
定
器
の
設
置

も
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、
毎
朝
生
徒
の
体
温
や
体
調
を

確
認
す
る
学
校
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
心
の
不
調

に
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
部
科
学
省

の
調
査
で
は
、
20
年
度
、
自
殺
し
た
児
童
生
徒
の
数

は
４
１
５
人
で
、調
査
開
始
以
降
、最
多
で
し
た
（
＊

３
）。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
活
が
大
き
く
変
化
し
、

人
と
人
と
の
距
離
が
広
が
る
中
、
生
徒
は
周
り
に
不

安
や
悩
み
を
相
談
で
き
ず
、
１
人
で
抱
え
込
ん
で
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
教
師
は
心
に
留
め
て
、
生

徒
と
接
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
、
周
囲
が
心
の
不
調
を
つ
か
む

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
調
の
変
化
だ
け

で
な
く
、
言
動
の
変
化
も
注
意
深
く
見
取
る
な
ど
し

て
、
異
変
の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業

医
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
心
の
ケ

ア
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

勤
務
時
間
の
客
観
的
な
把
握
が
義
務
化

残
業
時
間
の
上
限
も
設
定
さ
れ
る

生
徒
の
健
康
観
察
で
は
、
言
動
の
変
化
の

見
取
り
か
ら
、
心
の
不
調
の
早
期
発
見
を

図　 公立学校の教師の勤務時間のガイドライン

＊１　文部科学省「令和２年度　教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査」。2019年度は、都道府県66％、政令指定都市75％だった。なお、
市区町村は 2019 年度 47.4％、2020 年度 71.3％だった。　＊２　文部科学省「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」（2019 年１月）。
＊３　文部科学省「令和２年度　児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」。自殺者数は、小・中学校・高校から報告のあった人数。

2019年、「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」
の改正により、上記のガイドラインが示された。
※文部科学省「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」（2019年１月）
を基に編集部で作成。

● 超過勤務の上限の目安
•１か月間の時間外在校等時間　45 時間以内
•１年間の時間外在校等時間　360 時間以内

● 勤務時間の考え方
•「超勤４項目」（下記参照）以外の自主的・自発的な勤務も含め、
外形的に把握することができる在校時間（自発的に行う自己研鑽
等の時間は、自己申告に基づき除く）。
•職務として参加する研修や児童生徒の引率等の職務に従事する
ような、外形的に把握できる校外での勤務時間（休憩時間を除く）。

＊「超勤４項目」は、時間外勤務を命じることができる業務。
❶校外実習その他生徒の実習に関する業務
❷修学旅行その他学校の行事に関する業務
❸職員会議に関する業務
❹非常災害の場合、児童または生徒の指導に関し、緊急の措置を必要と
する場合、その他やむを得ない場合に必要な業務
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